
奈
亭

藤
原

宮

跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
橿
原
市
高
殿
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
〇
七
次
調
査
　
二
〇
〇
〇
年

（平
１２
）
三
月
―
一
一

月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
黒
崎
　
直

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
殿

・
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
―
鎌
倉
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、
藤
原
宮
朝
堂
院
の
東
第

一
堂
北
半
と
回
廊
の
東
北
隅
部
に
あ
た

る
。
戦
前
に
日
本
古
文
化
研
究
所
に
よ
っ
て
部
分
的
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
約
三

一
四
〇
♂
に
わ
た
つ
て
面
的
に
再
調
査
し
た
結
果
、
建
物
構
造
に
関

す
る
多
く
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
く
に
東
第

一
堂
Ｓ
Ｂ
九

一
〇
〇

に
つ
い
て
、
日
本
古
文
化
研
究
所
の
調
査
結
果
と
は
異
な
っ
て
、
総
柱
建
物
で

は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
点
は
、
諸
宮
の
朝
堂
の
変
遷
を
考
え
る
上
で
重

要
な
成
果
で
あ
る
。
ま
た
、
藤
原
宮
期
以
外
の
遺
構
も
多
数
検
出
し
て
お
り
、

調
査
区
の
西
半
部
で
は
、
掘
立
柱
建
物

一
井
戸

・
溝
な
ど
、
中
世
集
落
に
関
わ

る
遺
構
が
顕
著
で
あ
っ
た
。

木
簡
は
、
次
の
三
カ
所
か
ら
計
三
点

今
つ
ち
削
婿
一
占
３
が
出
土
し
た
。

第

一
は
、
藤
原
宮
直
前
期
の
先
行
四
条
大
路
南
側
溝
Ｓ
Ｄ
九
〇
〇
五
で
あ
る
。

幅

一
・
五
ｍ
深
さ

一
ｍ
以
上
の
素
掘
溝
で
、
木
簡
が

一
点
出
土
し
た
。
五
文
字

程
度
の
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
が
、
釈
読
は
困
難
で
あ
る
。

第
二
は
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
九
〇
四
〇
で
あ
る
。
朝
堂
院
の
東
面
回
廊
東
雨
落
溝
の

下
層
に
あ
る
素
掘
溝
で
、
幅
約
七
〇
伽
深
さ
約
二
〇
伽
。
暗
灰
色
の
粘
土
が
堆

積
し
、
藤
原
宮
造
営
に
伴
う
木
材
の
は
つ
り
暦
と
み
ら
れ
る
多
量
の
木
居
を
含

む
。
削
婿
が
そ
の
中
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
こ
の
溝
は
責
褐
色
の
粘
質
土
で
埋

め
ら
れ
、
そ
の
後
同
位
置
に
東
雨
落
溝
が
造
ら
れ
る
。

第
三
は
、
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
九
〇
四
六
で

あ
り
、
木
簡
が

一
点
出
土
し
た
。
当
該
期
の
中
世
遺
構
は
、
大
き
く
Ａ

・
Ｂ
の

二
時
期
の
変
遷
が
認
め
ら
れ
る
が
、
Ｂ
期
の
も
の
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
九
〇
四
六
は

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
九
〇
四
四
と
平
行
し
、
そ
の
間
に
は
相
互
を
連
結
す
る
複
数
の
東

西
溝
が
あ
り
、
梯
子
状
の
溝
群
を
形
成
し
て
い
る
。
か
つ
て
東
面
回
廊
が
あ
っ

た
場
所
の
耕
地
化
に
関
わ
る
溝
群
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

８
　
木
街
の
釈
文

。
内
容

Ｓ
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四
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2001年出上の木簡

②
は
上
端
に
穿
孔
が
二
つ
認
め
ら
れ
る
。
左
割
れ
の
木
簡
で
あ
る
が
、
孔
の

場
所
は
、　
一
つ
が
ほ
ぼ
真
ん
中
、
も
う

一
つ
は
左
端
で
半
円
と
な
っ
て
い
る
。

下
端
が
折
れ
て
い
る
が
、
意
図
的
な
も
の
か
。
木
簡
の
内
容

・
用
途
は
不
明
。
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関
係
文
献
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奈
良
・藤
原
京

跡
左
京
二
条
二
坊

所
在
地
　
　
　
奈
良
県
橿
原
市
醍
醐
町

・
高
殿
町

調
査
期
間
　
　
第

一
〇
九
次
　
一
一〇
〇
〇
年

（平
１２
）
入
月
―

一
〇
月

発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
蔦
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部

調
査
担
当
者
　
代
表
　
黒
崎
　
直

遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代

。
藤
原
宮
期
前
後

。
中
世
以
降

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
耳
成
山
の
南
東
、
左
京
二
条
二
坊
西
北
坪
に
位
置
し
、
西
辺
は
東

一
坊
大
路
東
側
溝
に
か
か
る
。
公
衆
浴
場
店
舗
建
設
に
伴
い
、
二
六
〇
〇
♂
を

発
掘
し
た
。

検
出
遺
構
の
う
ち
藤
原
宮
期

前
後
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、

掘
立
柱
建
物
二
人
棟
、
掘
立
柱

塀
、
井
戸
等
が
あ
る
。
比
較
的

小
規
模
な
掘
立
柱
建
物
が
散
在

す
る
点
が
特
徴
と
い
え
る
。

遺
構
は
方
位
や
重
複
関
係
か

ら
四
時
期
に
細
分
で
き
る
。
木

(桜井・吉野山)




